
�� ������ 12

�������	　14：00～20：30

��������������
�������	
�����������	
����

�������	
������������������	
�����������

�� ������
�� ����

��������������������������

　・８：00　　　　　 神  輿 渡御安全祈願
み こし

　　９：00　　　　　�������	��
��
　　　　　　　　　　��������
　・９：10　　　　　毛越寺境内
　・９：45　　　　　国道４号交差点
　・10：10～10：20　小休止（平泉駅前）
　・11：05　　　　　中尊寺踏切
　・11：15～11：25　小休止（葛西クリーニング前）
　・12：00　　　　　金色堂前到着・参拝
　・12：30～13：15　大休止・昼食
　・13：30　　　　　平泉文化遺産センター出発
　・14：00　　　　　旧観自在王院庭園到着・宮入
�������	平泉総社神輿会
　　　　　　　　（建設水道課内　荻山）�46-5569
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「
あ
り
が
と
う
」　

そ
の
一
言
で　

光
る
未
来　
　
　
　
　
　

千
葉
満
里
奈（
１
年
）

　

清
衡
の　

平
和
の
思
い　

守
ろ
う
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
渕　

真
帆（
２
年
）

　

一
人
じ
ゃ
な
い　

家
族
の
見
守
る　

あ
た
た
か
さ　
　
　
　

千
葉　

裕
香（
３
年
）
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「
ち
ょ
っ
と
だ
け
」　

そ
の
油
断
か
ら　

犯
罪
に　
　
　
　
　

小
川　

彩
華（
１
年
）

　

減
ら
そ
う　

犯
罪　

増
や
そ
う　

笑
顔　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

大
夢（
１
年
）

　

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う�
　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
町　

平
泉　

佐
藤
友
莉
菜（
２
年
）

　

や
め
よ
う
よ　

そ
の
一
言
で　

変
わ
る
道　
　
　
　
　
　
　

菅
原　

彩
佳（
２
年
）

　

あ
い
さ
つ
で　

心
の
絆
を　

深
め
よ
う　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　
　

瑛（
３
年
）

　

よ
く
な
い
ぞ　

見
つ
め
直
そ
う　

心
の
眼　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

翔（
３
年
）

�
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犯
罪
を
す
る
勇
気
よ
り　

と
め
る
勇
気 　
　
　
　
　
　
  　

佐
々
木　

翔（
１
年
）

　

明
る
く
元
気
に　

あ
い
さ
つ
が
で
き
る
子
ど
も
に
な
ろ
う　

三
浦　

弘
道（
１
年
）

　

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ　

犯
罪
・
非
行  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
渕　

康
也（
１
年
）

　

み
ん
な
つ
く
ろ
う　

世
界
の
笑
顔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
功
喜（
１
年
）

　

や
め
よ
う
よ
！　

そ
う
い
え
た
君
は　

正
義
の
ヒ
ー
ロ
ー　

鈴
木　

瑠
璃（
１
年
）

　

協
力
し　

非
行
を
無
く
し　

明
る
い
社
会　
　
　
　
　
　
　

石
川　

優
花（
２
年
）

　

自
分
の
心　

見
つ
め
て
み
て　

未
来
が
見
え
る
よ　
　
　
　

小
野
寺
香
乃（
２
年
）

　

迷
う
行
動
す
る
前
に　

大
切
な
人
の
顔　

思
い
出
し
て　
　

菅
野　

裕
康（
２
年
）

　

犯
罪
は　

悪
魔
の
さ
さ
や
き　
「
ち
ょ
っ
と
だ
け
」　
　
　
　

千
葉　

畝
也（
２
年
）

　

犯
罪
を　

無
く
し
て
明
る
く　

平
泉　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

那
哉（
２
年
）

　
「
や
め
よ
う
」と　

思
う
心
を　

大
切
に　
　
　
　
　
　
　
　

今
野　

大
貴（
３
年
）

　

犯
罪
は　

心
を
蝕
む　

悪
魔
の
手　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

雅
人（
３
年
）

　

や
め
な
い
で　

あ
や
ま
ち
止
め
る　

そ
の
勇
気　
　
　
　
　

千
葉　

桃
奈（
３
年
）

　

非
行
を
な
く
そ
う　

小
さ
な
あ
や
ま
ち　

大
き
な
後
悔　
　

丸
山
衿
里
佳（
３
年
）

　

が
ん
ば
ろ
う　

み
ん
な
で
協
力　

い
い
社
会　
　
　
　
　
　

千
葉　

晴
花（
３
年
）
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　・15：30　幼児みこし
　・16：30　氷上太鼓（陸前高田市：氷上共鳴会）
　・17：00　神事
　・17：40　よさこいソーラン
　・18：30　宵宮・山王太鼓
　・19：00　ふるさと踊り
　・20：00　玄米ニギニギ体操
地域宵宮　18：50～19：00
　　今年は、東北銀行平泉支店駐車場を出発、奥の
　より道わきを通過し、旧観自在王院庭園に向けて
　 渡  御 します。
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―
安
全
で
安
心
な
環
境
の
下
で
の

生
産
体
制
の
確
立
に
向
け
て
①
出
荷

さ
れ
る
肉
牛
の
全
頭
検
査
を
実
施
す

る
こ
と
②
出
荷
で
き
な
く
な
っ
た
肉

牛
は
国
が
全
て
補
償
す
る
こ
と
③
東

京
電
力
へ
の
損
害
請
求
に
つ
い
て
、

速
や
か
に
賠
償
す
る
措
置
を
講
ず
る

こ
と
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
お
願

い
し
た
い
。
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―
平
泉
ナ
ン
バ
ー
の
早
期
実
現
に

向
け
て
、
連
携
し
た
要
請
行
動
等
の

支
援
に
つ
い
て
要
望
し
た
い
。
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―
水
害
に
強
い
「
飼
料
用
米
」
の

生
産
拡
大
に
向
け
て
、
再
生
産
可
能

な
価
格
補
償
、
飼
料
用
米
の
供
給
先

の
確
保
、
乾
燥
・
貯
蔵
施
設
の
設
置

に
つ
い
て
、
国
へ
の
働
き
掛
け
を
お

願
い
し
た
い
。
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―
ホ
ー
ム
連
絡
橋
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
に
向
け
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
へ
町

と
連
携
し
た
要
請
行
動
と
財
政
的
な

支
援
を
要
望
し
た
い
。
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―
県
に
お
け
る
放
射
能
測
定
体
制

の
拡
充
と
対
策
協
議
の
場
の
設
定
、

放
射
能
測
定
器
購
入
に
対
す
る
財
政

的
な
支
援
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
を

お
願
い
し
た
い
。
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―
地
震
災
害
の
早
期
復
旧
に
つ
い

て
、
財
政
支
援
措
置
や
増
加
す
る
事

務
へ
の
人
的
支
援
措
置
な
ど
へ
特
段

の
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。
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―
高
速
道
路
に
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
を
計
画
し
て
い

る
。
ま
た
黄
金
沢
土
取
跡
地
で
は
、

企
業
誘
致
用
地
と
し
て
利
用
計
画
を

推
進
し
て
お
り
、
観
光
と
産
業
が
一

体
と
な
っ
た
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

計
画
の
促
進
と
取
り
付
け
道
路
の
整

備
へ
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。
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―
２
路
線
が
交
差
す
る
付
近
な
ど

は
幅
員
狭
小
で
あ
り
道
路
改
良
の
必

要
が
あ
る
。
２
路
線
の
改
良
整
備
に

特
段
の
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。
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―
宮
城
県
栗
原
市
金
成
を
起
点
と

し
、
一
関
市
・
平
泉
町
・
奥
州
市
・
金

ケ
崎
町
を
縦
断
、
北
上
市
を
終
点
と

す
る
路
線
の
県
道
認
定
と
広
域
的
な

整
備
に
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。
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―
同
事
業
は
地
域
住
民
の
生
活
の

不
安
を
解
消
す
る
こ
と
か
ら
も
一
日

も
早
い
完
成
を
期
待
し
て
い
る
。
事

業
の
促
進
に
つ
い
て
、
国
へ
の
働
き

掛
け
を
お
願
い
し
た
い
。
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―
世
界
遺
産
委
員
会
で
は
登
録
後

の
保
存
管
理
の
あ
り
方
が
重
視
さ
れ

て
お
り
、
今
後
、
復
元
整
備
や
保
存

管
理
の
推
進
に
は
多
額
の
経
費
が
見

込
ま
れ
る
。
一
層
の
財
政
的
な
支
援

を
要
望
し
た
い
。
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―
町
内
で
は
、
柳
之
御
所
遺
跡
と

達
谷
窟
の
２
資
産
の
追
加
登
録
を
目

指
し
て
い
る
。
一
層
の
財
政
的
な
支

援
を
要
望
し
た
い
。
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―
同
遺
跡
は
、
昨
年
４
月
に
史
跡

公
園
と
し
て
開
園
し
た
。
保
存
に

至
っ
た
経
緯
な
ど
を
考
慮
し
な
が

ら
、
史
跡
整
備
の
促
進
を
お
願
い
し

た
い
。
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―
史
跡
等
の
保
存
管
理
に
万
全
を

期
す
た
め
、
積
極
的
な
助
成
な
ど
特

段
の
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。
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―
東
北
地
方
の
歴
史
文
化
を
総
合

的
に
調
査
研
究
す
る
研
究
施
設
の
誘

致
や
、
平
泉
文
化
を
総
合
的
に
調
査

研
究
す
る
研
究
機
関
の
早
期
設
置
に

特
段
の
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。

要望箇所を説明する菅原町長ら

　

平
泉
ナ
ン
バ
ー
を
実
現
さ
せ
る

会（
会
長
・
宇
部
貞
宏
一
関
商
工
会

議
所
会
頭
）は「
平
泉
」
ナ
ン
バ
ー

の
実
現
を
目
指
し
、両
磐
・
胆
江
全

域
で
署
名
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

「
平
泉
」
ナ
ン
バ
ー
の
実
現
に
は
、

何
よ
り
住
民
の
皆
さ
ん
の
声
が
必

要
で
す
。

　

今
後
、
目
標
と
す
る
「　

万
人

10

署
名
活
動
」
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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総
務
企
画
課�
　

―
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７
８
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